
３月１日 現在 前月比

男 7,080人 (－11)

女 7,277人 (－25)

計 14,357人 (－36)

世帯数 5,219戸 (－10)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ３人
死亡…… 22人
転入…… ８人
転出…… 25人
婚姻…… １組

市の人口と世帯 表 紙

発行◆山形県尾花沢市(山形県尾花沢市若葉町一丁目２番３号) TEL0237-22-1111 FAX0237-22-1239
URL https://www.city.obanazawa.yamagata.jp E-mail info@city.obanazawa.yamagata.jp 編集◆総合政策課 印刷◆㈲印刷文化堂

再生紙を使用しています。

尾花沢で育ったお米と牛肉、おいしいね！
子どもたちに尾花沢の特産品を味わってもらおうと、
市内の全保育園・幼稚園の給食に｢雪きらり｣の米と｢雪
降り和牛｣が提供されました。おもだか保育園ではハン
バーグになって登場。バレンタインデーにちなんでハー
トの形のニンジンも乗っています。｢いただきます！」
のあいさつが終わると同時に、ハンバーグにかぶりつく
子どもたち。ツヤツヤのごはんもあっという間に完食。
地元の恵みいっぱいの給食でお腹もいっぱいになりまし
た。 (２月14日 おもだか保育園にて)
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各地区の最大積雪深と累積降雪量(令和５年２月27日時点データより）

①積 雪 深：観測日時点で自然に積もっている雪の高さを計測したもの。気温や風の強さなどによって雪の沈み込
みなどがあるため、累積降雪量とは異なります。

②累積降雪量：初雪観測日から最終観測日までの降雪量(その日降った雪の量)を合計したもの。

各地区観測地点 最大積雪深 累積降雪量

福 原(野黒沢） 188㎝
(Ｒ5.1.29) 921㎝

宮 沢(押切) 206㎝
(Ｒ5.1.29) 722㎝

玉 野(鶴巻田） 192㎝
(Ｒ5.1.29) 994㎝

常 盤(三日町） 208㎝
(Ｒ5.1.29) 962㎝

尾花沢地区 最大積雪深 累積降雪量

アメダス 183㎝
(Ｒ5.1.29)

消防署観測地点 217㎝
(Ｒ5.1.29) 817㎝

５地区平均
(消防署観測地点・福原・
宮沢・玉野・常盤)

最大積雪深 累積降雪量
202㎝
(Ｒ5.1.29) 883㎝

用語解説

※参考：尾花沢市公式ホームページ
｢くらし 市の情報」→「雪対策｣をクリック
https://www.city.obanazawa.yamagata.jp/dekigoto/snow-measures/

スマホをお持
ちの方はこち
らから☞
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※各事業等は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で行っています。
※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

２
月
８
日
、
市
役
所
で
「
尾

花
沢
市
と
明
治
安
田
生
命
保
険

相
互
会
社
と
の
健
康
増
進
に
関

す
る
連
携
協
定
締
結
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

明
治
安
田
生
命
は
、
保
険
事

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
地

域
と
連
携
し
て
健
康
応
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
生

活
習
慣
病
予
防
や
が
ん
対
策
、

健
康
づ
く
り
な
ど
の
取
組
み
を

本
市
と
連
携
・
協
力
し
て
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

明
治
安
田
生
命
と
の

健
康
増
進
に
関
す
る

連
携
協
定
締
結

尾
花
沢
す
い
か
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
が
完
成
し
、

２
月
20
日
に
レ
ス
ト
ラ
ン
徳
良
湖
で
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

尾
花
沢
農
産
加
工
㈲
や
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
な
ど

が
加
入
す
る
尾
花
沢
市
特
産
品
開
発
協
議
会
が
、
昨

年
度
開
発
し
た
尾
花
沢
す
い
か
の
タ
レ
と
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
に
続
き
、
今
年
度
は
ス
イ
ー
ツ
の
開
発
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
の
は
、
尾
花
沢
す
い
か
の
果
汁
た

っ
ぷ
り
の
ソ
ル
ベ
と
ゼ
リ
ー
、
尾
花
沢
産
「
雪
き
ら

り
」
の
米
粉
を
使
い
、
ス
イ
カ
の
形
を
か
た
ど
っ
た

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
３
品
。
ソ
ル
ベ
と
ゼ
リ
ー
は
、

加
工
品
で
は
難
し
い
と
さ
れ
る
ス
イ
カ
の
味
を
、
生

の
ス
イ
カ
に
近
い
味
わ
い
に
活
か
し
て
お
り
、
バ
ウ

ム
ク
ー
ヘ
ン
は
ス
イ
カ
そ
っ
く
り
の
見
た
目
が
楽
し

め
ま
す
。

新
た
に
完
成
し
た
３
種
類
の
ス
イ
ー
ツ
は
、
４
月

頃
か
ら
販
売
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲｢市が行う健康増進事業をより多くの人に広めて
後押ししていきたい」と語る明治安田生命保険相
互会社の勝部一成山形支社長(写真左側)。

2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの
チャレンジチャレンジ シリーズ⑦ 最終回

令和４年９月15日号から掲載してきたこのシリーズも今回で最終回。これまで紹介してきた住宅の
断熱化や自動車のエコドライブ、食品ロスをなくす取り組み、省エネ家電で電気代節約、再エネ設備
の導入などを私たち一人一人が心がけて実践することにより、二酸化炭素などの温室効果ガスを減ら
し、地球温暖化を防ぐ第一歩となります。
最後に、今すぐできることを３つ紹介します。家族や友人同士で話題にして、みんなで実践してみ

ましょう。
ゼロカーボンへの意識と行動が、自分たちの今の暮らしを守ることにつながることを忘れずに…。

◆環境エネルギー課 生活環境エネルギー係 ☎(22)1112

本市教育委員として長年務められ、令和４年
12月26日に退任された森山氏へ、市から表彰状
が贈られました。 表彰

森
山
氏
は
、
平
成
22
年
12
月
〜
令

和
４
年
12
月
ま
で
の
12
年
間
、
尾
花

沢
市
教
育
委
員
と
し
て
本
市
教
育
行

政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

森
山
氏
は
、
急
激
に
少
子
化
が
進

む
中
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
進
め
ら

れ
て
き
た
市
内
小
中
学
校
の
統
廃
合

や
、
令
和
４
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た

「
尾
花
沢
市
小
中
学
校
の
あ
り
方
に

関
す
る
基
本
方
針
」
に
よ
っ
て
今
後

の
小
中
学
校
の
具
体
的
な
統
合
に
道

筋
を
示
す
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
よ

り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

▲２月27日、市役所で行われた表彰式で、市長から森山千洋
氏(写真中央)へ表彰状が手渡されました。

教
育
委
員
功
労
表
彰

森
山
千
洋
氏
(押
切
)

尾花沢市大石田町環境衛生事業組
合に、新しく車両一体型給水タンク
車を導入。２月１日、豊田水源場
(大石田町)で安全祈願祭が行われま
した。

給水タンク車
新規導入

新
た
に
導
入
さ
れ
た
給
水
タ
ン
ク

車
は
、
全
長
約
６
ⅿ
、
高
さ
約
2.6
ⅿ

で
、
給
水
タ
ン
ク
の
容
量
は
３
千
ℓ
。

圧
送
式
に
よ
り
、
学
校
な
ど
約
20
ⅿ

の
高
さ
に
あ
る
受
水
槽
に
も
水
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
気
温

が
マ
イ
ナ
ス
20
度
で
も
タ
ン
ク
の
水

が
凍
ら
な
い
、
県
内
初
導
入
の
寒
冷

地
仕
様
車
で
す
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
に
よ
っ

て
断
水
が
発
生
し
た
際
、
よ
り
迅
速

に
市
民
へ
の
給
水
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
対
応
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

▲導入した給水タンク車は、県内でも最新の設備を備えた車両。断水時の市
民への給水対応はもちろん、災害時に他自治体から要請があった際は、被
災地へ出向き、給水支援も行います。

◀給水口は４つ。
一度に４人分の
給水が可能。

夏すいか生産量日本一を誇る「尾花沢
すいか」を一年中味わってもらえるよう、
尾花沢すいかを使用したソルベとゼリー、
スイカの形を再現したバウムクーヘンの
３品を、新たに開発しました。

尾花沢すいかの
スイーツ３品を発表！▲尾花沢すいかの「ソルベ」。果汁たっぷりのシ

ャーベットは、まるでスイカそのものを食べて
いるような味わいです。

▲尾花沢すいかの「ゼリー」。冷やしてゼリーと
して、凍らせてシャーベットとしても楽しめま
す。常温で持ち運びもできるのでお土産にも。

▲尾花沢産米「雪きらり」の「バウムクーヘン」。
米粉のしっとり感とスイカ風味のクリームがマ
ッチ。見た目もかわいくお土産にも喜ばれそう。

始めてみよう！ゼロカーボンを実現するために私たちにもできること｡始めてみよう！ゼロカーボンを実現するために私たちにもできること｡

３今すぐやれる つの心がけ

•暖房・冷房の部屋の扉を開けっぱ
なしにしない
•水を出しっぱなしにしない
•使わない電気製品の
電源を入れっぱなし
にしない（スイッチ
をこまめに切る)

｢っぱなし｣にしない１
•ごみの処分には大量の重油が使用さ
れ、二酸化炭素が発生しています！
リサイクルできるものはないか、も
う一度ごみを見てみよう。

•二酸化炭素が排出される
使い捨てプラスチック製
品もなるべく控えて。

ごみを減らす･分別する２
尾花沢がこのまま温暖化が進むとど

うなるか、景色を見たり近所の人たち
と話したりしてみよう。
•昔と比べてどう変わり
ましたか？

•温暖化の影響はもう出
ていますか？

自分の住む地域を学ぼう３



【市報・おばなざわ 2023.３.15】－❽❾－【市報・おばなざわ 2023.３.15】



東京でフレンチレストランを開いている
シェフ佐藤豪

すぐる

氏(関谷出身)を講師に「さわの
はな」を使った料理教室を開催。米を牛乳で
炊き、甘く味付けたフランスの米のプリン「リ
オレ」作りに挑戦しました。佐藤氏が手本を
見せると、子どもたちはプロが料理をする姿
に興味津々。その手さばきに驚いていました。

２/22
そばガールズ ピンクッション贈呈
家庭科の時間に使うのが
楽しみだね

宮沢地区新春作品展
会場いっぱいの
手作り作品２/24～26

北村山高校そばガールズの皆さんが、端
は

切
ぎ

れとペットボトルキャップを使ってピンクッ
ション(針刺し)約300個を作成。５年生から
始まる家庭科の授業に合わせ、尾花沢市・大
石田町の小学４年生に贈呈しました。

宮沢地区公民館を会場に新春作品展が開催
され、３日間で延べ300人が来場。訪れた人
たちは、一つ一つ丁寧に作られた様々な作品
を鑑賞しながら作り方やアイデアの情報交換
をし、おしゃべりを楽しんでいました。
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載せきれなかった話題は｢尾花沢市公式ホームページ｣に掲載。

URLはhttps://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → くらし 市の情報 → ニュース特急便(※写真をクリック)

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。
※イベント等は新型コロナ感染防止対策をとった上で行っています。

宮沢小５・６年生｢さわのはな｣料理教室
幻の米でフランスのスイーツ
｢リオレ｣を作ろう２/21

1/27・２/８

５地区公民館合同で「マンドゥバッグ」作
りが行われました。参加者は、市内で韓国カ
フェを営む菅野さんを講師に、道具を使わず
指を使って太さ約３㎝の中綿入り極太糸を編
み上げ、２時間ほどで完成させていました。

地域の居場所づくり等の活動をする「お
ぢゃのんで家

け

」の参加者が、だるまの塗り絵
を貼り、応援メッセージなどを書いたポス
ターを作成。市内中学３年生に贈呈し、受験
に向けて勉強に励む生徒たちを激励しました。

マンドゥバッグ作り教室
韓国で流行のもこもこ
バッグを作ってみよう！

２/14
尾花沢中・福原中の３年生へ
受験生を激励！
だるまポスター贈呈

清流と山菜の里ほその村でメープルサップ
採取体験が行われ、市内外から13人が参加し
ました。五十嵐幸一さん指導のもとイタヤカ
エデに穴をあけ、樹液を溜めるタンクを設置。
その後雪のすべり台で遊び、打ちたてのそば
を味わって、参加者は冬の細野地区を堪能し
ました。

２/19
メープルサップ採取体験
冬のほその村で
大自然を楽しもう

▲尾花沢中学校で行われた贈呈式。代表の髙橋郁志さんが「地
域のおじいちゃんおばあちゃんたちも皆さんを応援していま
す」と生徒たちを励ましました。

２/20～22

徳良湖自然研修センター内の「コワーキングスペース」を利用して仕事をしながら余暇も楽しんで
もらい、ワーケーションの誘客を探るモニターツアーが開催されました。参加したのは日本航空とグ
ループ会社の社員5人。羽田や大阪の空港に勤務する皆さんからは「徳良湖は静かで仕事がはかどっ
た」と高評価。スノーバギーやスノーモビルなどのアクティビティーやそば打ち体験、銀山散策や市
道の排雪作業の見学もして、仕事をしながら冬の尾花沢も満喫する３日間を過ごしていました。

徳良湖の自然を楽しみながら仕事ができる環境を実感
尾花沢市ワーケーション実証モニターツアー

▲昨年10月にWi-Fiやスクリーンを整備した
徳良湖自然研修センターでリモートワーク。
「コーヒーが飲める場所や自販機がほしい」
とのリクエストも。

▲大自然の中で雪のアクティビティーに初挑
戦！「違う季節にも来てみたい」との声が
ある一方「尾花沢まで自分だけで来るのは
難しい」との意見も。

▲バギー体験の様子

▲そば打ち体験の様子
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私
の
ク
ラ
ス
は
、
ど
ん
な
時
で
も
協
力
し
て

乗
り
越
え
る
ク
ラ
ス
で
す
。
今
年
の
学
習
発
表

会
で
は
、
み
ん
な
で
何
度
も
相
談
し
な
が
ら
創

作
劇
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。

今
、
６
年
２
組
で
は
、
卒
業
文
集
や
卒
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
世
話

に
な
っ
た
こ
の
学
校
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。
６
年
間
通
っ
た
校
舎
に
、
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
一
生
懸
命
掃
除
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

卒
業
ま
で
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
卒

業
へ
向
け
て
の
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
メ
ン

バ
ー
と
過
ご
せ
る
日
々
を
大
切
に
し
て
、
み
ん

な
で
元
気
に
卒
業
式
を
迎
え
た
い
で
す
。

( )尾花沢小学校
６年２組(31人)

個性あふれる31人と過
ごせるのも残りわずかだ
と思うと寂しいです。
やりたいことを全部

やって、悔いの残らない
ように卒業を迎えてほし
いと思います。

阿部 夏実 先生

も
う
す
ぐ
卒
業
！

尾花沢小学校６年２組

(上町２)
齋藤 優菜さん

ゆ

※撮影のため、一時的にマスクを外しています。

なさい とう

お
久
し
ぶ
り
で
す
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
会
田
朋
史
で
す
！

現
在
、
初
め
て
冬
の
尾
花
沢
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
雪
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
四
季
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
、
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
が
魅
力

的
な
地
域
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
！

さ
て
、
春
か
ら
秋
頃
ま
で
は
そ
ば
栽
培
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
冬
の

期
間
は
蕎
麦
屋
開
業
を
目
指
し
て
、
蕎
麦
打
ち
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

尾
花
沢
そ
ば
街
道
一
番
所
「
手
打
ち
そ
ば
た
か
橋
」
店
主
の
髙
橋
晃
治
さ
ん
よ

り
蕎
麦
打
ち
の
極
意
を
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
蕎
麦
打
ち
の
経
験
は
全
く
な

か
っ
た
の
で
、
本
当
に
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
水
加
減
が
非
常
に
難
し
い

「
水
回
し
｣｢こ
ね
」
の
工
程
か
ら
少
し
ず
つ
始
め
て
い
き
、
現
在
は
生
地
の
厚
さ
を

均
一
に
伸
ば
し
広
げ
る
「
の
し
」
の
工
程
、「
切
り
」
の
一
部
ま
で
を
挑
戦
中
で
す
。

一
つ
一
つ
丁
寧
に
ご
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
設
け
て
い
た
だ
け
て
本
当

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
蕎
麦
打
ち
の
技
術
を
早
く
習
得
し
て
、
学

ん
だ
こ
と
を
尾
花
沢
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

来
年
度
は
、
今
年
度
学
ん
だ
こ
と
を
丁
寧
に
整
理
し
て
わ
か
り
や
す
く
発
信
す

る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
標
に
向
け
て
急
が
ず
焦
ら
ず
、

一
歩
ず
つ
前
進
で
す
！

蕎
麦
打
ち
の
技
術
を
学
ぶ

会田
あいた

朋史
ともふみ

隊員

▲そばをこねている様子。水加減が非常に
難しいです。

そ
ば
マ
ス
タ
ー
へ
の
道
『
エ
ピ
ソ
ー
ド
２
』

大
河
ド
ラ
マ
｢ど
う
す
る
家
康
」

に
影
響
さ
れ
、
上
野
東
照
宮
を
参

拝
し
て
き
ま
し
た
。
上
野
公
園
内

に
鎮
座
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
上
野
駅

公
園
口
か
ら
徒
歩
で
向
か
い
ま
す
。

日
に
日
に
春
め
き
、
国
内
外
か
ら

の
観
光
客
も
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
公
園
内
は
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
感

じ
さ
せ
る
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
５
分
ほ
ど
で
到
着
、
大
石
鳥
居
を
く

ぐ
っ
て
、
諸
大
名
よ
り
奉
納
さ
れ
た
大
き
な
石
灯
籠
が
並
ぶ
参
道
を

進
む
と
、
黄
金
に
輝
く
唐
門
と
透
塀

す
き
べ
い

、
そ
の
奥
の
金
色
殿
(社
殿
)が

見
え
て
き
ま
す
。

寛
永
４
年
(１
６
２
７
年
）、
天
海
僧
正
と
藤
堂
高
虎
ら
に
よ
っ
て

創
建
さ
れ
、
現
在
の
社
殿
は
慶
安
４
年
(１
６
５
１
年
)に
徳
川
家
康

の
孫
の
家
光
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
た
も
の
で
、
江
戸
初
期
の
建
築
は

貴
重
で
す
。
金
箔
や
彩
色
の
施
さ
れ
た
建
物
は
、
ま
さ
に
豪
華
絢
爛

ご
う
か
け
ん
ら
ん

。

そ
の
多
く
が
国
指
定
重
要
文
化
財

で
す
。

上
野
戦
争
、
関
東
大
震
災
や
第

二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
被
害
を
脱

が
れ
た
強
運
の
神
様
と
し
て
、
ま

た
祭
神
が
家
康
で
す
か
ら
出
世
、

勝
利
、
健
康
長
寿
の
神
様
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
時
間
あ
れ
ば
拝
観
し
て
駅
に

戻
れ
ま
す
。
久
能
山
や
日
光
も
い

い
で
す
が
、
東
京
に
お
越
し
の
際

は
立
ち
寄
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

首都圏尾花沢会会長

森山
もりやま

馨
かおる

さん
(押切出身)

▲そばをのしている様子。厚さを均一にきれい
に伸ばすのは大変ですが、段々とできるよう
になってきました！

会田隊員のインスタグラム▶
(ID:OBANE＿NO＿SOBA)
活動の様子を随時更新して
います！



４
月
１
日
(土
)か
ら
、
路
線
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
細
野
線
は
廃
線

と
な
り
ま
す
。

ま
た
原
田
線
は
、
市
役
所
〜
徳
良
湖

(花
笠
の
湯
)間
で
、
休
日
（
土
・
日
・

祝
日
・
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
）
の
み

の
運
行
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

３
月
15
日
号
の
市
報
と
一
緒
に
「
路

線
バ
ス
時
刻
表
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
市
民
税
務
課
市
民
生
活
係

☎
(22
)１
１
１
７

農
地
の
貸
借
、
売
買
、
転
用
、
農
地

改
良
等
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
農
業

委
員
会
へ
の
申
請
・
届
出
が
必
要
で
す
。

■
各
種
申
請
締
切
日
／

令
和
５
年

４
月
10
日
(月
）、
５
月
10
日
(水
）、

６
月
９
日
(金
)、
７
月
10
日
(月
）、

８
月
10
日
(木
）、
９
月
８
日
(金
）、

10
月
10
日
(火
）、
11
月
10
日
(金
）、

12
月
８
日
(金
）

令
和
６
年

１
月
10
日
(水
）、
２
月
９
日
(金
）、

３
月
８
日
(金
）

締
切
を
過
ぎ
た
場
合
、
翌
月
分
の
受

付
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
(22
)１
１
１
５

【市報・おばなざわ 2023.３.15】－1415－【市報・おばなざわ 2023.３.15】

介
護
に
お
困
り
の
方
、
関
心
の
あ
る

方
な
ど
、
会
員
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
25
日
(土
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所
／
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

｢桂
桜
会
館
｣（
大
石
田
町
緑
町
８
）

■
内
容
／
介
護
者
相
互
の
交
流

■
参
加
料
／
150
円
(飲
み
物
代
）

問
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族
の
会

☎
０
９
０
(２
８
４
４
)１
１
５
０

■
日
時
／
３
月
25
日
(土
)

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
甑
葉

し
ょ
う
よ
う

プ
ラ
ザ

（
村
山
市
楯
岡
五
日
町
14－

20
）

■
相
談
内
容
／

●
民
事
関
係
（
金
銭
・
土
地
建
物
・
交

通
事
故
・
相
隣
関
係
・
そ
の
他
）

●
家
事
関
係
（
夫
婦
・
離
婚
・
親
子
・

扶
養
・
相
続
・
財
産
分
与
・
そ
の
他
)

■
相
談
料
／
無
料

■
相
談
員
／
裁
判
所
の
民
事
・
家
事
調

停
委
員

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
中
止
の
場
合
は
、
裁
判
所
Ｈ
Ｐ
(山

形
地
方
裁
判
所
の
ペ
ー
ジ
)に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、「
調
停
手

介
護
家
族
の
会

集
い
＆
出
張
カ
フ
ェ
開
催

上
水
道
地
域
（
二
藤
袋
を
除
く
尾
花

沢
地
区
、
福
原
地
区
）
で
は
、
４
月
15

日
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
開
始

し
ま
す
が
、
積
雪
に
よ
り
検
針
を
行
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

万
が
一
、
冬
期
間
に
漏
水
事
故
等
が

発
生
し
て
い
た
場
合
、
水
道
料
金
の
負

担
が
高
額
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
敷

地
や
建
物
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

お
客
様
に
は
、
春
の
早
い
段
階
か
ら

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
除
排
雪
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境
衛
生
事
業

組
合
上
下
水
道
課

☎
(23
)２
１
６
１

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
開
始
し
ま
す

【土
曜
日
の
一
般
公
開
日
】

■
開
館
日
／
３
月
18
日
、
25
日
、
４
月

１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日

（
４
月
29
日
は
第
５
土
曜
日
の
た
め
休

館
）

■
入
場
料
／
無
料

■
内
容
／
映
画
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

※
予
約
優
先
で
す
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ま
た
は
申
込
用
電
話
か
ら
予
約
し
て

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

尾
花
沢
市
の
国
民
健
康
保
険
か
ら
他

の
健
康
保
険
へ
変
わ
っ
た
場
合
、
尾
花

沢
市
の
国
民
健
康
保
険
か
ら
抜
け
る
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

保
険
証
が
変
わ
っ
た
後
に
、
市
の
国

民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け

た
場
合
、
市
の
国
保
で
負
担
し
た
医
療

費
を
後
日
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
を
抜
け
た
方
、
社

会
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
外
れ
た
方
は
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。

問
健
康
増
進
課
国
保
医
療
係

☎
(22
)１
１
１
８

｢調
停
手
続
相
談
会
｣開
催

く
だ
さ
い
。

申
込
用
電
話

☎
０
２
３
７
(53
)０
６
９
５

(平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
）

問
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
(55
)４
２
１
１

■
縦
覧
で
き
る
方
／
市
内
に
所
在
す
る

土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税

者
、
そ
の
家
族
等
代
理
権
を
有
す
る

方
■
持
ち
物
／
右
記
の
条
件
を
確
認
で
き

る
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
）

問
市
民
税
務
課
資
産
税
係

【内
線
125
・
126
・
127
】

尾花沢市役所 代表 ☎(22)1111

大
石
田
駅
東
口
待
合
所

閉
鎖
の
お
知
ら
せ

大
石
田
駅
東
口
待
合
所
は
天
井
剥
落

は
く
ら
く

に
よ
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
４
月
１

日
(土
)か
ら
待
合
所
を
閉
鎖
し
ま
す
。

西
口
(大
石
田
側
)へ
の
連
絡
通
路
、

駐
車
場
、
駐
輪
場
は
引
き
続
き
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
税
務
課
市
民
生
活
係

☎
(22
)１
１
１
７

路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
る

細
野
線
の
廃
線
・
原
田
線
の
変
更
と

｢路
線
バ
ス
時
刻
表
｣配
布
の
お
知
ら
せ

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
必
ず

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
！

■
期
間
／
４
月
３
日
(月
)

〜
５
月
31
日
(水
)

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

■
場
所
／
市
民
税
務
課
(市
役
所
１
階
）

令
和
５
年
度
固
定
資
産
税

土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦
覧

令
和
５
年
度
農
地
法
等

各
種
申
請
締
切
日
の
お
知
ら
せ

続
相
談
会
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
山
形
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
０
２
３
(623
)９
５
１
１

山
形
県
病
院
事
業
局
職
員
選
考

試
験
を
実
施
し
ま
す

■
試
験
区
分
／
薬
剤
師
・
助
産
師
・
精

神
保
健
福
祉
士
・
言
語
聴
覚
士
・
臨

床
工
学
技
士
・
看
護
師

■
試
験
日
／
４
月
22
日
(土
）、
23
日

（
日
）

※
詳
し
い
日
程
や
試
験
内
容
等
に
つ
い

て
は
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
試
験
会
場
／
山
形
県
庁

(山
形
市
松
波
２－

８－

１
）

■
受
験
資
格
／
各
試
験
区
分
の
免
許
等

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
令
和
５
年
６

月
30
日
ま
で
に
当
該
免
許
等
を
取
得

す
る
見
込
み
の
方
。

※
そ
の
他
、
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
限
／

【電
子
申
請
】

４
月
12
日
(水
)午
後
５
時
15
分

【郵
送
・
持
参
】

４
月
12
日
(水
)必
着

※
持
参
で
の
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）。

問
山
形
県
病
院
事
業
局
県
立
病
院
課

☎
０
２
３
(630
)２
１
６
７

◎
尾
花
沢
小
学
校
へ

●
朝
日
写
真
ニ
ュ
ー
ス
パ
ネ
ル
セ
ッ
ト

一
式

(㈱
奥
山
建
設
工
業
所
）

丹生第２地区で「おさいとう」
稲わらの火に願いを込めて
２月19日、丹生第２地区で行われた伝統行
事「おさいとう」。真冬には珍しく雨模様で
したが、竹の支柱と稲わらで組んだやぐらに
火をつけると、あっという間に夜空高く燃え
上がりました。地区民たちはおさいとうの火
にあたりながら、無病息災、五穀豊穣、家内
安全などを願いました。


